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 Administering the analgesic-spasmolytics Avapyra, which is the combinated prepara-

tion of spasmolytics  Avapyrazcne and analgesics Sulpyrin, the following results were ob-

tained. 

   1) Administering  Avapyra to 17 cases of pain of ureterolithiasis, pain after uro-

logical examination, and postoperative pain, remarcable analgesic effect in 12 case and 

moderate analgesic effect in 5 cases were obtained. 
   2) In taking pyelograms of ureterolithiasis,  Avapyra was injected intravenously. 

Spasmolytic effect of Avapyra was observed  roentogenogramically by compairing pyelo-

grams taken before injection with those taken after injection ; remarcable filled pictures 
of renal calyx  and pelvis and  dirat3d, relaxed pictures of ureter were demonstrated. 

   3) Rapid effect of  Avapyra was  observed  ; in most cases the effect was observed im-

mediately after injection, at the latest 10-15 minites after injection. 

   4) Usually 5 cc of Avapyra was injected, but in some cases reduced dose was inject-

ed. The injection of Avapyra was intravenous in most cases with exception of 1 case of 

intramuscular injection. In the case of intravenous injection, 5cc of Avapyra was inject-

ed slowly in 3 to 5 minutes. 
   5) No side-effect by administration of Avapyra was observed.

緒 言

ア.ミピラ(Avapyra)は 鎮 痙 剤 と し て の

Avapyrazoneに,鎮 痛作用 を有 す るSulpy-

rineを 配 合 し,両 者の作用 の相乗,相 加作用

を利用 した鎮痛 鎮痙剤で ある.著 者等 は これ を

杏林薬品 より入手 して泌 尿器科的疹痛 等に使用

したので,そ の臨床 効果に就 て報告す る .

薬 剤

ア バ ピ ラ はAvapyrazone(Iso.amy1,α 〔N-(β 一di-

ethylarnino-ethy1)〕aminophenylacetate・bis-ph-

enyl-dimethylpyrazolone-methylamino-meth-

anesulfonate2%とSulpyrine20%を 含 有 す る注

射 剤 で,1ア ン プ ル5cc及 び3cc入 とな つ て い る.

主 剤 のAvapyrazoneはIso-amy1α 一〔N-(β 一di-

ethylaminoethyl)〕-aminophenylacetateとSulpy-

rineの 分 子 化 合 物 で あ つ て 次 の 構 造 を 有 す る ・
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Avapyrazoneの 抗 コリン様作用は平滑筋の管状器

官特に胃腸,尿 路,胆 道系に対 してア トロピン様作用

或はパパベリソ様作用として働き,直 接平滑筋線維に

対する麻痺作用は,腸 管,血 管,気 管,尿 管,子 宮に

対し神経性又は筋性の持続的痙攣を完全に緩解すると

いう.

更に本剤に配合されているSulpyrineは 強 力な中

枢性鎮痛,鎮 静作用がある.

臨 床 成 績
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尿路結石,泌 尿器科的検査後の落痛,術 後の疹痛等

に対 し,ア パピラを使用 した.こ れらの臨床成績は附

表に示す通 りである.効果の判定は下記の如 くなした.

全 く無痛………著効

殆んど無痛……有効

僅に軽減………稽々有効

軽減せず………無効

以下各例について記述する.

尿 路結石による疹痛(第1～4例)

腎孟結石1例(第1例),尿 管結石3例(第2～4

附表 アバピラ使用症例の概要

註RP… 逆行性腎孟撮影 IVP・ ・排泄性腎孟撮影
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病名乃至疹痛の原因 アパピラ使用
法(注 入時間)

左腎孟結石による癌痛発作

右尿管結石による癌痛発作

〃

左尿管結石による疵痛発作

Lcc静 注

4CC〃

5CC〃(5')

〃

膀胱鏡検査後の膀胱痛

RPの 造影剤刺戟による疹
痛発作

ト 〃
5CC〃

効 果

発恥 間1判 定

注入終了直後

著 効

〃

〃

備 考

〃

IVPに て アバ ピ ラの効 果

検 討(第1,2図)

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

右尿管切石術後疹痛

再縫合術後疹痛

左尿管切石術後疹痛

〃

胃 痙 攣

〃

〃

〃

〃

〃

〃

注臓 了有 効1仙 骨 囎

彊購
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擁細
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」注入終了直後 著 刺
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例)の 計4例 の痂痛発作にアバ ピラ5cc(1例 のみ4

cc)を 静注し,全 例とも全 く無痛とな り著効の結果を

得 た.そ の内2例(第3,4例)に は排泄性腎孟撮影

中にアパピラを静注して,尿 路に及ぼす影響を検討し

た.即 ち76%ウ ログラフイン20cc静 注 後20分 に撮影

直後,ア バピラを静注 しその5分 後に撮影すると,ア

バピラ静注前に比 し腎杯腎孟の充満像が著明とな り,

尿 管の弛緩,拡 張せる像がみられた.そ の内の1例 を

図示する(第3例,第1,2図)

泌尿器科的検査後の疹痛(第5～12例)

当教室における膀胱鏡検査,逆 行性腎孟撮影等は主

として仙骨麻酔(一 部には尿道麻酔)施 行下に,無 痛

的に施行 しているが時に検査後の疹痛を訴えるものが

ある.逆 行性腎孟撮影の造影剤 としては,排 泄性腎孟

撮影に使用する造影剤を滅菌水にて稀釈した無刺戟性

のものを使用しているが,そ れにても撮影時に腎部の

落痛発作を来たす症例がある.こ れらにアバピラを使

用 した.

第5例 は膀胱鏡検査後の膀胱痛にて,こ れに対しア

バ ピラ5cc静 注により殆んど無痛とな り有 効の結果

を得た.

第6～12例 の7例 は逆行性腎孟撮影時の造影剤刺戟

による腎部の痙痛発作にて,こ れに対しアバピラ5cc

を静注し,全 く無痛(著 効)5例,殆 ん ど無痛(有

効)2例 の結果を得た.そ の内1例(第12例)は 診断

の必要上,ア パピラにて無痛後に同量の造影剤を注入

して再度撮影したが,は じめの如き疹痛発作を来たさ

なかつた.

泌尿器科的手術後の疹痛(第13～16例)

腰椎麻酔下施行の尿管切石術後の疹痛3例(第13,

ユ5,16例),局 所麻酔下施行の再縫合術後の疹痛1例

(第14例),計4例 にアバピラ5ccを 静注(第16例 の

み筋注)し て全 く無痛(著 効)2例,殆 んど無痛(有

効)2例 の結果を得た.

胃痙攣(第17例)

膀胱腫瘍に膀胱炎を合併 し,各 種の抗生剤,サ ルフ

ァ剤を使用中に胃腸障碍を伴ない,上 腹部に慈痛発作

を来たし,ア バピラ5ccを 静注 して全く無痛 となり

著効の結果を得た.

綜 括

アバピラを泌尿器科的各種の疹痛 に 使 用 し

た.即 ち尿路結石による痂痛発作4例 に対しす

べて著効,膀 胱鏡検査後の膀胱痛1例 に対 し有

効,逆 行性腎孟撮影時の造影剤刺戦による腎部

疹痛発作7例 に対 し著効5例,有 効2例,泌 尿

器科的手術後の疹痛4例 に対 し著効2例,有 効

2例,及 び胃痙攣1例i著 効の結果を得た.効 果

は使用症例17例 中著効12例,有 効5例 のすぐれ

た成績である.

尿管結石の2例 に排泄性腎孟撮影中にアパピ

ラを静注し,前 後の腎孟像を比較して腎杯腎孟

像の充満像が著明となり,尿 管 の拡張,艶 緩せ

る像を認め,本 剤の鎮痙作用をX線 的に証明す

ることができた.又,逆 行性腎孟撮影時の造影

剤刺戟による腎部疹痛発作が,ア バピラにて無

痛後に同量の造影剤を注入 して再度撮影 した

が,は じめの如き疹痛発作を来たさず,本 剤に

よる鎮痙作用を一層明白に出来た.

ア1ミピラ使用法は主 として静注を行 なった

が,1例 のみ筋注を行なつた.静 注速度は緩徐

にし5ccを3～5分 にて注入 した.注 入量は

大部分5ccで あるが,4cc1例,3cc1例 が

ある.

効果の発現は迅速で,正 確に記録し得た症例

についてみると大部分は注入終了直後であり,

遅 くとも10～15分 後であつた.

本剤使用による副作用は1例 もみられなかつ

た.

結 語

鎮 痙剤 としてのAvapyrazoneに,鎮 痛作用

を有す るSulpyrineを 配 合 した鎮 痛鎮痙剤ア・ミ

ピラ(Avapyra)を 使 用 して,次 の如 き知見 を

得 た.

1)尿 路 結石,泌 尿器 科的検査後 の疹痛,術

後 の疹痛等 の17例 に アバ ピラを使 用 し,著 効12

例,有 効5例 の結果 を得た.

2)尿 管 結石 の2例 に排泄性 腎孟撮 影中にア

バ ピラを静 注 し,前 後の腎孟 像を比較 して腎杯

腎孟像 の充満像が著 明 とな り,尿 管 の拡張,弛

緩 せ る像を認 め,本 剤の鎮痙 作用 をX線 的に示

した.

3)効 果 の発現 は迅速で,大 部分は注入終了

直後 で あ り,遅 くとも10～15分 後 であつた・

4)使 用量 は5ccを 用 い,減 量 した症例 もあ

る.主 として静注を行つ たが,筋 注 の1例 があ

る.緩 徐 に静注 を行い5ccを3～5分 にて注

入 した.

5)本 剤 に よる副作用は1例 も認 めなかつた・

稿を終るに当 り恩師稲田教授の御指導と御校閲を深

謝する.
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第1図 〔第3例 〕 排泄性腎孟撮影,76%ウ ログ

ラフイン静注後20分.

第2図 〔第3例 〕 ア バ ピ ラ5cc静 注 後5分.
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